
PCのニューフェイスたち
♯002  T h e  N e w  F a c e  o f  P C

前年度に新たに誕生したPC構造物を特集しました。26年度に竣工した、あるいは供用を開始したPC構造物
について、景観、デザイン、施工、さらにPC技術への貢献、PC技術の普及拡大等の観点から選考したもので、6部
門から14作品を掲載しました。
これらの作品により、PC 技術やPC 構造物の素晴らしさ、あるいは社会資本整備に取り組む私たちの真摯な
姿をお伝えできればと願っております。

01 デンカ小滝川橋

08中畑ファームポンド

12 彦島大橋補強

02 相模原ICランプ橋

09 野黒沢高架橋

13 伊芸高架橋床版取替え

03 豊田巴川橋

10 教養教育共同化施設「稲森記念会館」

14 タイ ノンタブリ橋

04 葉山大橋

11 田辺スポーツパーク体育館

橋梁部門

容器部門

補修・補強 部門

05 番匠川橋 06 丸尾滝橋 07 与根高架橋（下りP15～P18）

防災・その他 部門 建築部門

海外部門
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♯002

DENKA KOTAKIGAWA Bridge

世界初の場所打ちサクセム道路橋
World’s First cast-in-place SUQCEM road bridge

デンカ小滝川橋01
PCのニューフェイスたち

打設中
（打重ね面で鋼繊維が不連続にならないよう突き棒でかき乱しを行いました）

バケット打設
（バケットを使用して養生屋根の開口から打込みました）
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デ
ン
カ
小
滝
川
橋
は
、ヒ
ス
イ
の
産
地
と

し
て
知
ら
れ
る
新
潟
県
糸
魚
川
市
の
小
滝

川
を
渡
る
橋
で
す
。

電
気
化
学
工
業
㈱
が
所
有
す
る
小
滝
川

発
電
所
の
リ
ニュ
ー
ア
ル
工
事
に
伴
っ
て
、も

と
も
と
設
置
さ
れ
て
い
た
吊
り
橋
に
代
わ

る
ア
ク
セ
ス
用
の
橋
梁
と
し
て
建
設
さ
れ
ま

し
た
。

発
電
所
と
吊
り
橋
は
と
も
に
建
設

か
ら
約
1
0
0
年
が
経
過
し
て
お
り
、

2
0
1
5
年
に
創
立
1
0
0
周
年
を
迎

え
た
電
気
化
学
工
業
㈱
の
黎
明
期
を
支
え

た
構
造
物
で
す
。
新
設
橋
梁
に
は
、次
の

1
0
0
年
に
繋
が
る
高
い
耐
久
性
が
求
め

ら
れ
ま
し
た
。
一
方
で
、橋
梁
の
架
設
地
点

は
豪
雪
地
域
で
あ
り
、凍
結
防
止
剤
散
布

に
よ
る
塩
害
や
凍
害
に
よ
る
劣
化
が
懸
念

さ
れ
る
た
め
、高
い
耐
久
性
と
高
い
圧
縮
強

度
を
併
せ
持
つ
超
高
強
度
繊
維
補
強
コ
ン

ク
リ
ー
ト「
サ
ク
セ
ム（
S
U
Q
C
E
M
）」

が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
現
場
で
あ
る
小
滝
川
発
電
所
は

山
間
部
に
位
置
し
て
お
り
、大
型
部
材
を
用

い
た
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
工
法
を
採
用
し
た
場
合
、

運
搬
す
る
た
め
の
工
事
用
道
路
の
確
保
が

困
難
と
な
り
ま
す
。
一
方
で
、部
材
を
細
か

く
分
割
す
る
と
、継
ぎ
目
が
増
え
、サ
ク
セ

ム
の
特
長
で
あ
る
引
張
強
度
と
耐
久
性
が

有
効
に
発
揮
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
そ
こ

で
、サ
ク
セ
ム
を
用
い
た
P
C
橋
と
し
て
は

初
め
て
場
所
打
ち
で
の
施
工
を
試
み
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

主
桁
は
す
べ
て
場
所
打
ち
で
す
が
、2
ヶ

所
の
中
間
横
桁
は
型
枠
形
状
が
複
雑
に
な

る
こ
と
か
ら
、サ
ク
セ
ム
製
の
プ
レ
キ
ャ
ス
ト

部
材
を
工
場
で
製
作
し
ま
し
た
。
ま
た
、こ

れ
を
分
割
打
設
の
た
め
の
妻
型
枠
と
し
て

使
用
し
、型
枠
の
組
立
・
解
体
の
手
間
を
省

略
す
る
こ
と
で
、3
日
連
続
で
の
打
設
作
業

を
実
現
し
ま
し
た
。

サ
ク
セ
ム
は
現
場
近
く
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

工
場
で
練
り
混
ぜ
て
現
場
に
運
搬
し
ま
し

た
。
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
工
場
で
の
製
品
の
製
造

と
異
な
る
た
め
、運
搬
時
間
を
考
慮
し
た

製
造
サ
イ
ク
ル
や
、運
搬
に
伴
う
性
状
の
変

化
、適
切
な
打
込
み
方
法
・
養
生
方
法
を
事

前
に
把
握
す
る
必
要
が
あ
り
、数
度
に
わ
た

る
確
認
試
験
を
行
っ
て
本
施
工
に
臨
み
ま

し
た
。

サ
ク
セ
ム
は
ア
ジ
テ
ー
タ
車
で
現
場
ま
で

運
搬
し
て
バ
ケ
ッ
ト
に
移
し
、ク
レ
ー
ン
で
吊

り
込
ん
で
打
設
し
ま
し
た
。
サ
ク
セ
ム
は

流
動
性
が
高
く
自
己
充
塡
性
を
有
す
る
た

め
、バ
イ
ブ
レ
ー
タ
ー
を
使
用
せ
ず
に
型
枠

の
隅
々
ま
で
行
き
渡
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
打
設
が
終
わ
っ
た
部
分
は
保
温
性

の
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
で
覆
い
、給
熱
養
生
を

実
施
し
ま
し
た
。
渇
水
期
で
あ
る
冬
期
間

に
施
工
す
る
必
要
が
あ
り
、打
設
現
場
は

小
滝
川
の
上
流
域
で
か
な
り
の
降
雪
が
見

込
ま
れ
た
こ
と
か
ら
、橋
全
体
に
屋
根
を
か

け
、囲
い
で
覆
っ
て
養
生
し
ま
し
た
。

今
回
の
工
事
で
、サ
ク
セ
ム
を
場
所
打

ち
施
工
す
る
こ
と
の
有
効
性
、並
び
に
低

温
環
境
下
の
寒
冷
地
で
も
、適
切
な
養
生

に
よ
り
、サ
ク
セ
ム
で
作
ら
れ
た
構
造
物

が
所
定
の
圧
縮
強
度
を
発
揮
で
き
る
こ
と

が
証
明
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
、発
電
所

の
リ
ニュ
ー
ア
ル
工
事
も
完
了
し
、新
た
な

1
0
0
年
へ
の
歩
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

［
鹿
島
建
設
㈱　

川
崎　

文
義
］

旧橋
（架橋から約100年が経過した既設の吊り橋）

完成写真
（主桁を下から望む）

橋　　　 名 デンカ小滝川橋（でんかこたきがわばし）

発 注 者 名 電気化学工業㈱

施工会社名 鹿島建設㈱

施 工 場 所 新潟県糸魚川市小滝

工　　　 期 平成25年10月〜平成26年4月

構 造 形 式 単純T桁橋

橋　　　 長 39.0m

最大支間長 38.1m

架 設 工 法 固定支保工
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相
模
原
I
C
ラ
ン
プ
橋
は
平
成
26

年
6
月
に
開
通
し
た「
さ
が
み
縦
貫
道

路
（
高
尾
山
～
相
模
原
愛
川
）」
の
中

間
に
位
置
す
る
相
模
原
I
C
の
橋
梁

群
で
す
。
当
社
と
し
て
は
、
川
尻
ト
ン

ネ
ル
、
城
山
橋
と
続
く
さ
が
み
縦
貫
道

路
の
仕
上
げ
の
工
事
と
な
り
ま
し
た
。

本
工
事
の
特
徴
は
、
様
々
な
平
面
曲

線
を
有
す
る
橋
梁
群
で
あ
る
こ
と
、
平

成
27
年
3
月
の
相
模
原
I
C
開
通
の

た
め
、
工
期
が
非
常
に
厳
し
か
っ
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

I
C
ラ
ン
プ
橋
は
、
料
金
所
か
ら
串

川
を
横
断
し
て
津
久
井
広
域
道
路
に

接
続
す
る
た
め
に
、
４
つ
の
曲
線
ラ
ン

プ
橋
と
広
幅
員
の
取
付
橋
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
ラ
ン
プ
橋
の
た
め
、
最

小
平
面
曲
線
半
径
が
60
m
の
単
曲
線

ま
た
は
S
字
曲
線
と
な
っ
て
お
り
、
縦

断
・
横
断
勾
配
も
最
大
8
％
と
非
常

に
個
性
豊
か
な
橋
が
集
合
し
て
い
ま
す
。

串
川
の
両
岸
は
急
峻
な
地
形
に
な
っ
て

お
り
、
40
m
の
高
橋
脚
に
加
え
、
曲
線

主
桁
を
張
出
し
架
設
に
よ
り
施
工
す

る
た
め
架
設
中
も
3
次
元
的
な
変
形

を
考
慮
し
た
難
易
度
の
高
い
施
工
管

理
が
必
要
で
し
た
。
気
温
変
化
や
重

力
に
は
勝
て
ま
せ
ん
か
ら
、P
D
C
A

が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
、
３
次
元
モ

デ
ル
に
よ
る
詳
細
な
変
形
予
測
、
現
場

施
工
、
変
形
の
計
測
、フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

を
日
々
行
い
、
所
定
の
形
状
に
収
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
計
測
等
の
デ
ジ

♯002

Sagamihara Interchange Ramp Bridge

豊かな曲線美を創る
Achievement of enriched artificial curves

相模原ICランプ橋02
PCのニューフェイスたち

PCプレス　2015 ／ Sept. ／ Vol.008   14



タ
ル
技
術
を
使
用
し
つ
つ
も
、
最
後
は

人
間
の
判
断
が
重
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。

工
期
厳
守
の
た
め
に
最
も
苦
労
し
た

の
は
、
料
金
所
側
の
施
工
で
し
た
。
料

金
所
に
向
け
て
4
つ
の
ラ
ン
プ
橋
は
ど

ん
ど
ん
近
づ
い
て
き
ま
す
が
、
仮
桟
橋

と
い
う
限
ら
れ
た
施
工
ヤ
ー
ド
を
使
用

し
、
同
時
に
張
出
し
施
工
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、こ
こ
を
い
か
に
効
率
よ
く
施

工
す
る
か
が
課
題
で
し
た
。
近
隣
工
事

や
4
橋
の
工
事
調
整
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
仮
桟
橋
上
で
の
車
両
通
行
用
空
頭

確
保
の
た
め
の
支
保
工
の
工
夫
、
水
平

ジ
ブ
ク
レ
ー
ン
の
使
用
、
施
工
済
み
橋

面
の
有
効
活
用
等
、
効
率
化
に
つ
な
が

る
こ
と
は
何
で
も
し
ま
し
た
。
引
渡
し

を
１
ヶ
月
後
に
控
え
た
時
に
ま
だ
移
動

作
業
車
が
主
桁
上
に
あ
っ
た
時
は
、
本

当
に
終
わ
る
の
か
と
不
安
に
も
な
り
ま

し
た
が
、
所
長
の「
終
わ
り
の
な
い
仕

事
は
な
い
」と
い
う
言
葉
を
支
え
に
、職

員
・
作
業
員
一
丸
と
な
り
仕
事
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
平
成
27
年

１
月
の
引
き
渡
し
、３
月
の
開
通
を
無

事
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

相
模
原
I
C
と
津
久
井
広
域
道
路

の
開
通
に
よ
り
、
高
速
道
路
利
用
者
の

利
便
性
向
上
や
沿
線
の
街
づ
く
り
の
一

助
と
な
れ
ば
、
そ
の
苦
労
も
報
わ
れ
る

と
思
い
ま
す
。

［
㈱
大
林
組　

三
田
村　

健
二
］

4橋同時張出し施工の最盛期

ランプ橋と料金所をつなぐ取付橋

完成

橋　　　 名 さがみ縦貫相模原IC ランプ橋
（さがみじゅうかんさがみはらいんたーちぇんじらんぷきょう）

発 注 者 名 国⼟交通省

施 工 会 社 名 大林組・富⼠ピー・エスJV

施 工 場 所 神奈川県相模原市緑区小倉地先

工　　　 期 平成2 4 年1 2 月〜平成27 年3 月

構 造 形 式

Ｅ ランプ橋〜Ｇ ランプ橋：3径間連続ラーメン箱桁橋
Ｈ ランプ橋：4径間連続ラーメン箱桁橋
取付橋：ポストンテンション方式PCコンポ橋
山沢第二橋：プレテンション方式中空床版橋

橋　　 長（ｍ） Ｅ ランプ 橋から順 に191.9m、145.1m、167.2m 、
226.0m／取付橋29.7m／山沢第二橋17.0m

最大支間長（ｍ） Ｅ ランプ橋から順に74.0m、73.0m、73.0m、78.0m／
取付橋28.2m／山沢第二橋16.3m

架 設 工 法
Ｅ ランプ橋〜Ｈ ランプ橋：片持架設
取付橋：架設桁架設
山沢第二橋：トラッククレーン

最大支間長（ｍ） Ｅ ランプ橋から順に74.0、73.0、73.0、78.0／
取付橋28.2／山沢第二橋16.3

架 設 工 法
Ｅ ランプ橋〜Ｈ ランプ橋：片持架設
取付橋：架設桁架設
山沢第二橋：トラッククレーン
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橋　　　名 豊田巴川橋（とよたともえがわばし）

発 注 者 名 中日本高速道路㈱

施工会社名 三井住友建設・富⼠ピー・エス・安部日鋼工業ＪＶ

施 工 場 所 愛知県豊田市

工　　　期 平成２１年６月〜平成２６年１１月

構 造 形 式 上り線：６径間連続波形鋼板ウェブ箱桁橋
下り線：５径間連続波形鋼板ウェブ箱桁橋

橋　　　長 上り線：６５７.０m、下り線：６４０.０m

最大支間長 １６４.0m（下り線）

架 設 工 法 片持架設

♯002

Toyota Tomoegawa Bridge

主桁が２つに分岐する橋
The Bridge Branched Two Girders

豊田巴川橋03
PCのニューフェイスたち

本線（右）とランプ（左）の分岐
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豊
田
巴
川
橋
は
、新
東
名
高
速
道
路
、

東
海
環
状
自
動
車
道
、伊
勢
湾
岸
自
動

車
道
を
結
ぶ
豊
田
東
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン

に
接
続
す
る
波
形
鋼
板
ウ
ェ
ブ
橋
で
す
。

ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
に
接
続
す
る
た
め
、ラ

ン
プ
の
複
雑
な
線
形
と
本
線
の
線
形
が

絡
み
合
い
、
橋
梁
の
途
中
か
ら
幅
員
が

変
化
し
た
り
、
主
桁
が
分
岐
し
た
り
し

て
い
ま
す
。

施
工
は
地
上
か
ら
の
支
保
工
を
必
要

と
し
な
い
移
動
作
業
車
を
用
い
た
片
持

架
設
工
法
で
行
い
、
標
準
的
な
波
形
鋼

板
ウ
ェ
ブ
橋
の
施
工
に
対
し
て
サ
イ
ク
ル

工
程
を
８
割
に
低
減
で
き
る
Ｒａ
ｐ

－

Ｃｏ
ｎ
工
法
を
採
用
し
て
工
程
の
短
縮

を
図
り
ま
し
た
。
巴
川
を
跨
ぐ
下
り
線

の
Ｐ
２

－

Ｐ
３
径
間
は
、
完
成
し
た
波

形
鋼
板
ウ
ェ
ブ
橋
で
は
日
本
最
長
と
な

る
１
６
４
m
の
支
間
長
を
有
し
て
い
ま

す
。
幅
員
が
約
14.
８
m
か
ら
25.
３

m
へ
と
10
m
以
上
も
変
化
す
る
た
め
、移

動
作
業
車
は
、
幅
員
変
化
に
対
応
で
き

る
特
殊
な
構
造
と
し
ま
し
た
。
橋
面
が

分
岐
す
る
箇
所
は
、移
動
作
業
車
を
本

線
と
ラ
ン
プ
に
分
け
て
同
時
に
施
工
し

ま
し
た
。

本
工
事
は
、
豊
田
巴
川
橋
の
他
に
５

橋
を
施
工
す
る
工
事
で
す
。
橋
梁
数
が

多
く
、施
工
範
囲
が
広
い
た
め
、地
元
の

方
の
家
や
通
学
路
な
ど
と
近
接
す
る
箇

所
も
多
い
こ
と
か
ら
、
現
場
見
学
会
の

実
施
や
地
元
の
お
祭
り
に
参
加
し
た
り

し
て
、工
事
の
進
捗
や
内
容
に
つ
い
て
理

解
を
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
努
め
ま
し

た
。豊

田
巴
川
橋
の
下
り
線
が
完
成
し
た

あ
と
、
地
元
の
方
に
橋
面
を
開
放
し
ま

し
た
。
そ
の
時
は
、
橋
面
上
に
高
所
作

業
車
を
設
置
し
て
周
り
を
見
渡
す
こ
と

が
出
来
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
が

地
元
の
方
に
非
常
に
喜
ば
れ
、
大
勢
の

方
が
並
ば
れ
た
た
め
、
待
ち
時
間
が
多

く
な
り
、乗
れ
な
い
人
が
出
て
く
る
程
で

し
た
。
橋
の
近
所
に
住
ん
で
い
る
方
は
、

初
め
て
の
角
度
か
ら
み
る
我
が
家
を
楽

し
そ
う
に
見
て
い
ま
し
た
。

豊
田
巴
川
橋
は
平
成
26
年
９
月
に
竣

工
し
ま
し
た
。
新
し
い
日
本
の
大
動
脈

を
担
う
橋
梁
と
し
て
、産
業
・
文
化
・
経

済
活
動
の
振
興
に
大
き
く
寄
与
す
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

［
三
井
住
友
建
設
㈱　

清
水　

宏
一
朗
］

現場見学会 最大支間部の片持架設状況 本線（左）とランプ（右）の移動作業車
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PCのニューフェイスた ち

 Hayama Bridge

閑静な住宅街を 横切るハイピア橋
 High-pier bridge constructed to　 Cross a quiet residential area

葉山大 橋

昭
和
48
年
に
事
業
を
開
始
し
た
国
道

３
号
熊
本
北
バ
イ
パ
ス
は
、南
か
ら
整
備

を
進
め
、平
成
27
年
3
月
、未
供
用
区
間

で
あ
っ
た
１
工
区（
延
長
１
・
８
㎞
）の
開

通
に
よ
り
、全
線
供
用
さ
れ
た
。
葉
山
大

橋
は
、そ
の
１
工
区
に
位
置
し
、閑
静
な

住
宅
街
で
あ
る
東
葉
山
団
地
を
横
切
る

橋
で
す
。
住
宅
街
の
中
に
約
30
m
の
橋

脚
が
建
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。
橋
長

３
８
３
m
の
う
ち
２
９
５
m
を
、移
動
作

業
車
を
用
い
た
張
出
し
架
設
工
法
で
施
工

し
、現
場
の
最
盛
期
は
、合
計
６
基
の
移

動
作
業
車
が
動
い
て
い
ま
し
た
。

葉
山
大
橋
の
桁
下
30m
に
は
、住
宅
や

公
園
、複
数
の
生
活
道
路
が
交
差
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、ホ
タ
ル
幼
虫
育
成
地
と
な
っ

て
い
る
坪
井
川
を
跨
ぐ
こ
と
か
ら
、「
周
辺

環
境
の
維
持
」を
最
重
要
課
題
と
し
て
施

工
を
進
め
ま
し
た
。
特
に
、コ
ン
ク
リ
ー
ト

打
設
時
や
日
々
の
作
業
の
騒
音
対
策
と
し

て
防
音
シ
ー
ト
を
使
用
し
、作
業
音
の
拡

散
を
抑
制
し
ま
し
た
。
荷
役
設
備
と
し
て

排
気
ガ
ス
が
な
く
、騒
音
や
振
動
の
少
な

い
電
動
式
タ
ワ
ー
ク
レ
ー
ン
を
採
用
し
、隣

接
す
る
住
宅
へ
の
騒
音
を
削
減
し
ま
し
た
。

約
２
年
と
い
う
工
事
期
間
の
中
で
、地

域
住
民
・
熊
本
県
内
の
学
生
・
各
建
設
協

会
な
ど
を
対
象
と
し
た
現
場
見
学
会
を

20
回
開
催
し
、延
べ
４
５
０
名
の
方
々
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
、地

域
住
民
を
対
象
と
し
て
開
催
し
た
現
場

見
学
会（
２
回
）で
は
、そ
れ
ぞ
れ
約
70
名

の
地
域
住
民
の
方
々
が
、施
工
中
の
現
場
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PCのニューフェイスた ち♯002

 Hayama Bridge

閑静な住宅街を 横切るハイピア橋
 High-pier bridge constructed to　 Cross a quiet residential area

橋名板の除幕式

葉山大橋完成（上空より）

張出し架設中（移動作業車６基）

箱桁内でのお絵かき

葉山大 橋04

を
見
学
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
方
々

の
声
を
聞
く
と
、「
自
分
の
家
を
橋
の
上

か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
て
感
動
し
た
」「
早

く
完
成
し
た
橋
を
渡
り
た
い
」と
う
れ
し

そ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
２
回
目
の

見
学
会
で
は
、日
常
生
活
で
は
な
か
な
か

経
験
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
箱
桁
の
中
を

歩
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ま
た
、箱
桁
内

部
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
壁
に
、思
い
思
い
の

言
葉
や
サ
イ
ン
な
ど
、お
絵
か
き
も
実
施

し
ま
し
た
。「
橋
の
完
成
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
」「
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」な
ど
の

励
ま
し
の
言
葉
や
、「
将
来
は
橋
を
造
る

仕
事
が
し
た
い
」と
い
う
夢
な
ど
を
描
い
て

い
た
だ
き
、こ
の
仕
事
に
携
わ
る
こ
と
が

で
き
て
良
か
っ
た
と
感
じ
る
見
学
会
に
な

り
ま
し
た
。

橋
名
で
あ
る「
葉
山
大
橋
」は
、東
葉
山

団
地
居
住
の
方
か
ら
の
公
募
に
よ
り
決
ま

り
ま
し
た
。
そ
の
記
念
と
し
て
橋
名
板
の

除
幕
式
を
開
催
し
、橋
名
板
の
デ
ザ
イ
ン

を
し
て
い
た
だ
い
た
４
名
の
方
々
に
レ
プ

リ
カ
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
ま
た
、東
葉
山

団
地
内
の
除
草
作
業
や
夏
祭
り
な
ど
の

行
事
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、地
域
住
民

の
方
々
と
交
流
を
深
め
る
こ
と
で
、工
事

を
円
滑
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
改
め

て
感
じ
ま
し
た
。
今
後
は
、葉
山
大
橋
が
、

東
葉
山
団
地
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
地
域
住

民
の
方
々
か
ら
親
し
ま
れ
る
橋
に
な
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

［
㈱
富
士
ピ
ー
・エ
ス　

奥　

貴
規
］

橋　　　名 葉山大橋（はやまおおはし）

発 注 者 名 国⼟交通省

施工会社名 富⼠ピー・エス・大林組ＪＶ

施 工 場 所 熊本県熊本市

工　　　期 平成25年2月〜平成26年12月

構 造 形 式 4径間連続ラーメン箱桁橋

橋　　　長 295.0m

最大支間長 95.0m

架 設 工 法 片持架設
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Banjyogawa Bridge

子供たちの夏の想い出　番匠川橋
Summer memories of the children

番匠川橋05

佐
伯
市
民
の
憩
い
の
場
、番
匠
川
は
、毎

日
た
く
さ
ん
の
方
が
散
歩
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、

サ
イ
ク
リ
ン
グ
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
る
場
所

で
す
。
ま
た
九
州
屈
指
の
清
流
と
し
て
も

知
ら
れ
、春
先
に
は
子
供
た
ち
に
よ
る
稚
ア

ユ
の
放
流
が
行
わ
れ
る
な
ど
、絶
え
ず
地
域

の
方
に
守
ら
れ
愛
さ
れ
て
い
る
川
で
も
あ

り
ま
す
。

こ
の
大
事
な
大
事
な
川
に
私
た
ち
が

大
き
な
橋
を
架
け
る
事
に
な
り
、あ
る
時

出
水
期
で
河
川
内
の
施
工
を
中
断
す
る
と

「
な
ん
で
工
事
や
め
た
の
？
」「
も
う
工
事

は
終
わ
っ
た
？
」な
ど
工
事
に
対
す
る
関
心

の
高
さ
が
わ
か
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
堤
防
道
路
上
に
工
事
説
明
板
を

設
置
し
ま
し
た
。
幾
度
と
な
く
工
事
説
明

板
の
前
で
工
事
内
容
や
進
み
具
合
等
の
説

明
を
行
い
、地
域
の
方
達
と
の
コ
ミュニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
も
大
幅
に
増
え
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

地
元
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、新
聞
社
の
取
材
を

多
く
受
け
、取
材
後
に
は
、見
知
ら
ぬ
方
か

ら「
番
匠
川
に
橋
を
か
け
て
い
る
人
や
ろ
？
」

「
が
ん
ば
っ
て
ね
。」な
ど
と
声
を
掛
け
ら

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
改
め
て
橋
の

開
通
を
待
ち
望
ん
で
い
る
事
を
強
く
感
じ

ま
し
た
。

本
橋
は
東
九
州
道（
佐
伯
～
蒲
江
）間
に

お
い
て
は
最
長
で
あ
り
、シ
ン
ボ
ル
的
な
工

事
で
あ
っ
た
た
め
、多
く
の
見
学
会
の
開
催
、

地
域
イ
ベン
ト
へ
の
参
加
、ク
リ
ス
マ
ス
に
は

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
な
ど
、地
域
と

の
繋
が
り
を
考
え
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
工
事
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
あ
る

橋
体
の
閉
合
時
に
は
、番
匠
川
両
岸
の
上

岡
区
・
樫
野
区
の
方
々
、子
供
た
ち
１
１
０

名
を
招
待
し
記
念
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。

夏
休
み
期
間
中
で
も
あ
る
の
で
、思
い
切
っ

て
趣
向
を
変
え「
子
供
た
ち
が
楽
し
め
る
閉

合
記
念
式
典
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
開
催
し
ま

し
た
。

工
事
現
場
の
風
景
と
し
て
は
ま
る
で
見

た
事
の
な
い
バ
ル
ー
ン
リ
リ
ー
ス
や
、橋
面
上

で
の
お
絵
描
き
、鉄
筋
ス
ペ
ー
サ
ー
へ
の
サ
イ

ン
、建
設
機
械
体
験
コ
ー
ナ
ー
等
の
催
し
を

行
い
、橋
体
完
成
最
後
の
作
業
で
あ
る
閉
合

部
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
込
み
・
仕
上
げ
を
、子

供
た
ち
の
手
で
行
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
子

供
た
ち
の
中
に
は
、お
絵
描
き
の
ペ
ン
キ
で

手
足
や
顔
ま
で
緑
色
に
な
っ
て
い
る
子
や
、

ス
ペ
ー
サ
ー
に
好
き
な
男
の
子
の
名
前
を
書

い
て
友
達
に
ひ
や
か
さ
れ
て
い
る
子
、カ
ニ
ク

レ
ー
ン
の
運
転
席
で
正
義
の
ヒ
ー
ロ
ー
の
よ

う
に
ポ
ー
ズ
を
取
る
子
な
ど
、本
当
に
楽
し

そ
う
で
し
た
。
あ
る
一
人
の
男
の
子
が
橋
の

上
か
ら
自
分
の
家
を
見
つ
け
、「
あ
れ
、ぼ
く

の
家
や
で
。
知
っ
と
る
や
ろ
？
」と
聞
か
れ
、

な
ん
と
も
返
答
に
困
り
ま
し
た
が
、橋
の
上

か
ら
の
眺
望
を
楽
し
ん
で
い
る
様
子
で
し
た
。

８
月
の
大
変
暑
い
日
で
し
た
が
、子
供
た

ち
や
地
域
の
方
々
の
笑
顔
と
、「
大
変
な
お

仕
事
で
す
ね
。
ご
苦
労
様
で
し
た
。」と
の

労
い
の
言
葉
を
頂
い
た
こ
と
で
、工
事
関
係

者
に
と
っ
て
も
苦
労
が
報
わ
れ
た
良
い
思
い

出
と
な
る一
日
で
し
た
。

本
区
間
の
開
通
に
よ
り
、地
域
の
発
展
に

少
し
で
も
寄
与
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
感

♯002 PCのニューフェイスたち
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じ
る
と
同
時
に
、こ
の
現
場
に
来
て
く
れ
た

た
く
さ
ん
の
子
供
た
ち
が
、将
来
夏
の
故
郷

の
想
い
出
と
し
て「
番
匠
川
橋
」を
感
じ
て

も
ら
え
た
ら
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。

［
㈱
日
本
ピ
ー
エ
ス　

古
谷　

仁
司
］工事説明板から臨む

お絵かき後の閉合式典子供たちによる閉合作業

地元ケーブルテレビ局による取材

橋　　　 名 番匠川橋（ばんじょうがわばし）

発 注 者 名 国⼟交通省

施工会社名 ㈱日本ピーエス

施 工 場 所 大分県佐伯市

工　　　 期 平成24年9月〜平成26年10月

構 造 形 式 5径間連続箱桁橋

橋　　　 長 393.0ｍ

最大支間長 102.0ｍ

架 設 工 法 片持架設
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Maruonotaki Bridge

温泉郷に架かる橋
Bridge over the Kirishima Onsenkyo

丸尾滝橋06

丸
尾
滝
橋
は
、鹿
児
島
県
霧
島
市
丸
尾

地
内
に
位
置
し
、国
道
2
2
3
号
線
の一
部

で
す
。
国
道
2
2
3
号
線
は
宮
崎
県
小

林
市
を
起
点
に
霧
島
屋
久
国
立
公
園
の
霧

島
火
山
群
の
山
麓
、霧
島
温
泉
郷
を
経
由

し
て
宮
崎
、鹿
児
島
両
県
を
結
ぶ
重
要
な

幹
線
道
路
で
す
。
そ
の
中
で
丸
尾
滝
橋
が

位
置
す
る
小
谷
地
区
か
ら
丸
尾
地
区
に
か

け
て
は
、本
県
を
代
表
す
る
観
光
地
で
あ
る

霧
島
温
泉
郷
か
ら
、霧
島
神
宮
や
え
び
の

高
原
に
通
じ
る
重
要
な
観
光
道
路
の
一
部

と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、現
道
の
幅
員

は
6
m
と
狭
小
で
歩
道
も
な
く
、急
カ
ー

ブ
が
連
続
し
て
い
た
た
め
、交
通
安
全
上
の

問
題
も
多
く
、大
雨
等
に
よ
る
土
砂
崩
れ

な
ど
が
発
生
し
、何
度
も
現
道
が
通
行
止

め
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
丸
尾
滝
橋
の
開
通

に
よ
り
、危
険
箇
所
を
通
ら
ず
に
す
み
、急

カ
ー
ブ
も
な
い
の
で
、悪
天
候
時
に
お
い
て

も
安
全
に
通
行
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

丸
尾
滝
橋
の
施
工
中
に
は
、社
会
基
盤

整
備
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、広
く
県
民
に

工
事
の
目
的
や
施
工
方
法
を
知
っ
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、公
共
事
業
へ
の
親
し
み
と

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、小
学
生
親

子
1
0
0
名
を
招
い
て
現
場
見
学
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
見
学
会
で
は
、子
供
達
が
昇

降
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
使
用
し
て
、橋
面
に
移

動
し
た
際
は
、遊
園
地
感
覚
で
大
変
喜
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、張
出
工
法
を
説

明
す
る
た
め
に
、現
場
で
模
型（
シ
ー
ソ
ー
）

を
作
っ
て
説
明
す
る
と
、実
際
に
手
に
触
れ

て
理
解
し
て
も
ら
え
ま
し
た
。
見
学
会
の

最
後
に
子
供
達
に
感
想
を
聞
く
と
、「
夏
休

み
の
思
い
出
に
な
っ
た
」「
高
い
と
こ
ろ
で
面

白
か
っ
た
」「
大
き
く
な
っ
た
ら
、橋
を
作
っ

て
み
た
い
」等
の
心
が
癒
さ
れ
る
感
想
を
聞

く
こ
と
が
で
き
、工
事
関
係
者
冥
利
で
あ
り

ま
し
た
。

丸
尾
滝
橋
の
周
辺
は
、全
国
で
も
有
数

の
温
泉
地
帯
で
あ
り
、酸
性
水
、噴
気
ガ
ス

に
お
け
る
硫
化
水
素
等
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構

造
物
に
と
っ
て
有
害
な
腐
食
を
も
た
ら
す

恐
れ
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、施
工
中
に
お

け
る
、鋼
材
類（
鉄
筋
、P
C
鋼
材
）の
腐
食

進
行
速
度
が
速
い
た
め
発
錆
が
懸
念
さ
れ
、

発
錆
や
硫
化
水
素
の
影
響
が
鋼
材
位
置
に

及
ぶ
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

配
合
を
変
更
し
て
緻
密
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

施
工
を
行
い
ま
し
た
。

丸
尾
滝
橋
か
ら
は
、錦
江
湾
や
桜
島
も

望
め
る
こ
と
か
ら
、自
然
豊
か
な
環
境
の

中
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
む
方
も
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、歩
道
の
整
備
も
充
実
し
て
い
て
、

バ
ル
コ
ニ
ー
に
ベ
ン
チ
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

ゆ
っ
く
り
と
景
色
が
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。
特
徴
あ
る
丸
尾
滝
橋
で
す
が
、平

成
27
年
3
月
に
開
通
し
て
い
ま
す
の
で
、お

近
く
に
お
越
し
の
際
は
、是
非
お
立
ち
寄
り

頂
き
、鹿
児
島
の
錦
江
湾
・
桜
島
と
霧
島
を

満
喫
し
て
く
だ
さ
い
。

［
コ
ー
ア
ツ
工
業
㈱　

白
石　

英
樹
］張出施工中

♯002 PCのニューフェイスたち
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噴き上がる温泉の中に架かる橋の様子 開通式の様子親子見学会の集合写真

橋 　 　 　 名 丸尾滝橋（まるおのたきばし）

発 注 者 名 鹿児島県

施 工 会 社 名 コーアツ工業㈱

施 工 場 所 鹿児島県霧島市地先

工 　 　 　 期 平成24年12月〜平成26 年7 月

構 造 形 式 3径間連続ラーメン箱桁橋

橋 　 　 　 長 220.0m

最 大 支 間 長 95.0m

架 設 工 法 片持架設
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Yone Viaduct

観光振興につながるかけ橋
The bridge which contributes to sightseeing promotion

与根高架橋（下りＰ15～Ｐ18）
07

ど
こ
ま
で
も
青
く
澄
み
渡
る
空
、コ
バ
ル

ト
ブ
ル
ー
の
透
き
通
っ
た
海
、色
と
り
ど
り

の
樹
木
や
花
々
。
豊
か
な
自
然
が
広
が
る

沖
縄
で
は
、他
の
地
域
に
比
べ
て
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
灰
色
が
景
観
に
溶
け
込
ん
で
い
る
よ

う
に
感
じ
ら
れ
る
の
は
亜
熱
帯
性
の
強
い

日
差
し
の
せ
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
よ
う
な

風
景
や
景
観
は
沖
縄
県
の
貴
重
な
観
光
資

源
で
あ
り
、平
成
33
年
度
ま
で
に
入
域
観

光
客
数
１
０
０
０
万
人
を
目
標
と
す
る
沖

縄
県
に
と
っ
て
、イ
ン
フ
ラ
整
備
は
重
要
な

要
素
の
ひ
と
つ
で
す
。
本
橋（
与
根
高
架
橋

（
下
り
Ｐ
15
～
Ｐ
18
）工
事
）は
、観
光
や

経
済
活
動
を
支
え
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
事
業

と
し
て
、現
在
、４
車
線
化
が
進
ん
で
い
る
一

般
国
道
３
３
１
号
バ
イ
パ
ス
工
事
の
一
環
で

す
。
架
橋
地
点
は
、眼
下
に「
美
ら（
ち
ゅ

ら
）」（
美
し
い
）の
海
が
広
が
る
風
が
心
地

よ
い
海
岸
線
に
位
置
し
て
い
ま
す
が
、沖
縄

の
貴
重
な
観
光
資
源
で
も
あ
る
亜
熱
帯
性

海
洋
気
候
は
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
に
は

厳
し
い
、全
国
で
も
有
数
の
塩
害
環
境
地
域

で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、構
造
物
の
長

期
耐
久
性
を
向
上
さ
せ
る
必
要
性
か
ら
い

ろ
い
ろ
な
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
鋼

製
部
材
を
使
用
し
て
い
る
支
承
部
に
は
、高

防
錆
表
面
処
理
支
承
を
採
用
し
、さ
ら
に
、

主
桁
部
は
、エ
ポ
キ
シ
樹
脂
塗
装
鉄
筋
、Ｐ

Ｃ
鋼
材
の
保
護
対
策
と
し
て
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

シ
ー
ス
、Ｐ
Ｃ
鋼
材
定
着
具
に
は
、エ
ポ
キ
シ

粉
体
塗
装
品
等
を
使
用
し
て
耐
久
性
の
向

上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

工
事
箇
所
は
供
用
し
て
い
る
道
路
が
隣

♯002 PCのニューフェイスたち

橋　　　名 与根高架橋（よねこうかきょう）（下りP15〜P18）

発 注 者 名 内閣府沖縄総合事務局

施工会社名 川田建設・錢高組JV

施 工 場 所 沖縄県豊見城市与根地先

工　　　期 平成25 年7 月〜平成27 年3 月

構 造 形 式 3径間連続箱桁橋

橋　　　長 187.0m

最大支間長 80.0m

架 設 工 法 片持架設
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接
し
、与
根
漁
港
の
船
舶
出
入
口
を
跨
ぐ

こ
と
か
ら
、安
全
面
に
も
留
意
が
必
要
で
し

た
。
安
全
対
策
と
し
て
隣
接
線
と
の
境
に

は
鋼
製
の
養
生
枠
と
メ
ッ
シ
ュ
シ
ー
ト
の
二

重
防
護
、張
出
施
工
時
に
使
用
す
る
移
動

作
業
車
の
下
段
作
業
台
は
、全
面
板
張
り

防
護
に
加
え
防
水
シ
ー
ト
を
敷
設
す
る
等

最
大
限
の
注
意
を
払
い
施
工
を
行
い
ま
し

た
。ま

た
、建
設
業
従
事
者
の
減
少
が
問
題

視
さ
れ
て
い
る
昨
今
、将
来
の
担
い
手
と
な

り
得
る
若
者
に「
も
の
づ
く
り
」へ
の
関
心

を
抱
い
て
も
ら
お
う
と
、沖
縄
県
建
設
業

協
会
、Ｐ
Ｃ
建
協
と
協
力
し
て
、地
元
高
校

生（
１
０
３
名
）、地
元
小
学
生
と
保
護
者

（
36
名
）を
対
象
と
し
た
現
場
見
学
会
も

実
施
致
し
ま
し
た
。
普
段
は
見
ら
れ
な
い

桁
の
内
部
や
作
業
状
況
を
見
る
こ
と
で
、ひ

と
り
で
も
多
く
の
若
者
が
建
設
業
に
興
味

を
も
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

台
風
到
来
で
は
ら
は
ら
し
た
り
、与
根
の

大
綱
引
き
に
参
加
し
て
わ
く
わ
く
し
た
り
、

色
々
な
経
験
を
と
お
し
て「
し
ま
ぬ
く
く
る
」

（
沖
縄
の
心
）を
感
じ
な
が
ら
、無
事
故
・

無
災
害
で
工
事
を
完
了
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
本
橋
を
含
め一
連
の
工
事
完
成
に

よ
り
、沖
縄
県
内
の
利
便
性
向
上
の一
助
と

な
る
こ
と
を
心
よ
り
願
い
ま
す
。

［
川
田
建
設
㈱　

森
脇　

健
次
］

地元小学生による現場見学会
（完成間近の箱桁内部を見てもらいました）

片持架設中全景
（安全面に留意して施工しました）

地元高校生による現場見学会
（主桁の片持架設中を見てもらいました）

地元与根地区の大綱引き大会
（朝から皆で大綱を作りました）
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Nakahata Farm Pond

富士山の豊富な伏流水を　農業用水利として貯留
Storing rich underflow water of Mt. Fuji for agricultural 　　 water use 

中畑ファームポンド

中
畑
調
整
池
は
世
界
文
化
遺
産
に
登
録

さ
れ
た
富
士
山
の
裾
野
に
位
置
す
る
御
殿

場
市
に
建
設
さ
れ
た
P
C
フ
ァ
ー
ム
ポ
ン

ド
で
す
。
既
設
の
調
整
池
は
昭
和
38
年
に

完
成
し
た
接
水
面
を
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
で

覆
っ
た
堤
体
型
構
造
で
あ
り
、近
年
堤
体
不

透
水
層
の
老
朽
化
に
よ
る
耐
震
性
能
不
足

が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
元
年
度
を
最

後
に
過
去
、様
々
な
改
修
が
施
さ
れ
ま
し
た

が
調
整
池
周
辺
に
民
家
が
点
在
し
て
い
る

事
や
避
難
地
に
も
指
定
さ
れ
る
小
学
校
が

調
整
池
下
側
に
あ
り
、安
全
性
確
保
の
観

点
か
ら
P
C
構
造
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。。

本
調
整
池
付
近
は
昔
か
ら
雄
大
・
優
美
な

富
士
山
が
眺
望
で
き
る
地
域
で
あ
り
景
観

を
損
な
わ
ず
、富
士
山
を
眺
望
出
来
る
様

に
と
の
配
慮
か
ら
新
調
整
池
は
地
下
式
と

な
り
ま
し
た
。　
　
　

し
か
し
、こ
の
形
式
の
構
造
が
富
士
山
か

ら
の
豊
富
な
伏
流
水
に
よ
る
湧
水
と
の
戦

い
に
な
り
ま
し
た
。

ボ
ー
リ
ン
グ
デ
ー
タ
図
を
基
に
試
掘
調

査
を
3
ヶ
所
行
っ
て
判
明
し
た
こ
と
は
、こ

の
地
域
の
地
盤
特
性
は
自
破
砕
溶
岩
層

と
固
結
し
た
真
砂
土
層
の
階
層
状
地
盤
と

な
っ
て
お
り
、そ
の
階
層
部
か
ら
相
当
量
の

湧
水
が
流
れ
込
ん
で
き
て
い
ま
す
。
従
っ

て
通
常
の
釜
場
排
水
で
は
掘
削
法
面
の
崩

壊
に
つ
な
が
り
、ポ
ン
プ
の
目
詰
ま
り
等
に

よ
っ
て
掘
削
面
が一
晩
で
冠
水
状
態
に
陥
る

こ
と
が
容
易
に
想
定
で
き
ま
し
た
。
そ
こ

で
私
達
は
簡
易
現
場
透
水
試
験
を
実
施
し
、

掘
削
容
積
内
に
滞
水
す
る
時
間
と
水
位
を

5
分
刻
み
で
計
測
し
、飽
和
状
態
に
な
る

時
間
を
測
定
し
て
透
水
係
数
を
算
出
し
ま

し
た
。
こ
の
結
果
を
基
に
発
注
者
と
様
々

な
協
議
を
行
い
、地
下
水
位
低
下
工
法
と

し
て
ウ
ェ
ル
ポ
イ
ン
ト
工
を
採
用
し
ま
し
た
。

ウ
ェ
ル
ポ
イ
ン
ト
工
施
工
に
先
立
ち
、周
辺

調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、こ
の
地
域
は「
米
」

の
収
穫
後
に
特
産
品
の「
水
か
け
菜
」の
栽

培
を
行
う
二
毛
作
地
帯
で
あ
り
、そ
の
栽
培

に
は
良
質
な
湧
水
を
利
用
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
湧
水
が
一
時
的
に
枯
渇
す
る
恐
れ
が

あ
っ
た
の
で
排
水
管
を
用
水
路
ま
で
延
長

し
て
復
水
利
用
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
、耕

作
者
の
理
解
を
得
ま
し
た
。

地
元
地
権
者
・
組
合
･
団
体
等
の
一
部

負
担
金
で
賄
っ
て
実
施
さ
れ
る
事
業
で
あ

り
、発
注
者
を
含
め
様
々
な
方
と
の
意
見

交
換
を
踏
ま
え
完
成
し
た
調
整
池
に
富

士
山
か
ら
の
伏
流
水
が
貯
留
さ
れ
、地
域

の
作
物
生
産
が
増
加
す
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

本
工
事
に
於
い
て
は
組
合
役
員
の
方
々

及
び
地
元
周
辺
地
権
者
と
良
好
で
親
密
な

関
係
を
構
築
で
き
た
こ
と
で
ト
ラ
ブ
ル
も

な
く
無
事
に
完
成
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

中
畑
地
区
水
利
組
合
の
皆
様
方
に
感
謝

の
意
と
共
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

［
㈱
安
部
日
鋼
工
業　

嶋　

賢
三
］

富⼠山と中畑調整池の位置関係
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PCのニューフェイスたち♯002

Nakahata Farm Pond

富士山の豊富な伏流水を　農業用水利として貯留
Storing rich underflow water of Mt. Fuji for agricultural 　　 water use 

中畑ファームポンド08

既設の調整池(耐震性能不足が懸念)

底盤配筋状況

階層湧水

現場見学会状況

件　　　名 中畑ファームポンド（なかはたふぁーむぽんど）

発 注 者 名 静岡県

施工会社名 ㈱安部日鋼工業

施 工 場 所 静岡県御殿場市中畑地内

工　　　期 平成25年3月〜平成27年1月

躯 体 寸 法 内径D＝68.5m／有効水深He＝6.0m

容　　　量 22,000㎥

施 工 方 法 場所打ち

形 式 全地下式
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Nokurosawa Viaduct

豪雪地帯の円滑な走行を確保
Securing the smooth traveling in the heavy snowfall area

野黒沢高架橋09
♯002 PCのニューフェイスたち
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山
形
県
尾
花
沢
市
及
び
北
村
山
郡
大

石
田
町
は
夏
季
生
産
量
日
本
一
の「
尾
花

沢
す
い
か
」で
知
ら
れ
る
と
と
も
に
、た

く
さ
ん
の
美
味
し
い
蕎
麦
屋
が
あ
る「
山

形
そ
ば
」の
本
場
で
も
あ
り
ま
す
。
野
黒

沢
高
架
橋
は
平
成
26
年
11
月
に
供
用
を

開
始
し
た
尾
花
沢
新
庄
道
路
の
尾
花
沢

I
C
と
野
黒
沢
Ｉ
Ｃ
の
中
間
に
位
置
す

る
橋
梁
で
、こ
の
道
路
は
将
来
的
に
東
北

中
央
自
動
車
道
の
一
部
と
な
る
予
定
で
す
。

西
側
に
は
山
形
新
幹
線
と
、天
気
の
良
い

日
に
は
秋
田
県
と
山
形
県
に
跨
る
標
高

2
2
3
6
m
の
鳥
海
山
を
望
む
こ
と
が

出
来
ま
す
。
盆
地
特
有
の
気
候
で
一
日
の

寒
暖
差
が
大
き
く
、特
に
降
雪
で
は
国
内

有
数
の
豪
雪
地
帯
に
数
え
ら
れ
、平
野
部

で
も
積
雪
は
2
m
を
超
え
る
地
域
で
す
。

本
橋
梁
は
交
通
量
の
多
い
国
道
13
号

と
立
体
交
差
し
て
い
て
、橋
梁
が
完
成
す

る
前
の
鋼
桁
の
骨
組
み
だ
け
の
状
態
の

間
、橋
桁
上
に
積
も
っ
た
雪
や
氷
柱
が
落

ち
て
交
通
事
故
の
原
因
と
な
ら
な
い
よ

う
、構
台
が
組
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
私
ど

も
の
工
事
は
そ
の
構
台
や
検
査
路
と
呼

ば
れ
る
橋
脚
間
の
通
路
の
点
検
や
除
雪

作
業
か
ら
始
ま
っ
た
わ
け
で
す
が
、そ
れ

は
大
変
な
作
業
で
し
た
。
構
台
の
上
に

90
㎝
以
上
雪
が
積
も
ら
な
い
よ
う
除
雪

を
行
い
ま
し
た
が
、一
晩
で
50
㎝
程
度
の

降
雪
が
何
度
も
あ
り
ま
し
た
し
、構
台
や

橋
桁
に
で
き
る
氷
柱
や
雪
庇（
せ
っ
ぴ
）

対
策
、正
月
期
間
中
を
含
め
た
構
台
点

検
や
除
雪
な
ど
、あ
ら
ゆ
る
面
で
の
配
慮

を
迫
ら
れ
ま
し
た
が
、な
ん
と
か
無
事
に

冬
を
乗
り
切
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

工
事
の
内
容
と
し
て
は
、プ
レ
キ
ャ
ス

ト
Ｐ
Ｃ
床
版
と
い
う
一
枚
あ
た
り
幅
2
m

長
さ
11
m
、重
量
約
12
t
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
板
を
一
枚
ず
つ
並
べ
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト

で
繋
い
で
い
く
と
い
う
も
の
で
し
た
。
Ｐ

Ｃ
床
版
の
工
場
製
作
段
階
で
は
、
耐
久

性
向
上
の
対
策
と
し
て
セ
メ
ン
ト
の
50
％

を
高
炉
ス
ラ
グ
微
粉
末
と
い
う
材
料
に

置
き
換
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
組

織
が
緻
密
と
な
り
塩
化
物
イ
オ
ン
の
浸

透
が
抑
制
さ
れ
、さ
ら
に
長
期
強
度
も

増
加
し
、凍
結
融
解
へ
の
抵
抗
性
が
大
き

く
な
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
工
場
や

現
場
に
お
い
て
は
品
質
向
上
や
長
期
耐

久
性
向
上
を
目
的
と
し
た
様
々
な
対
策

を
実
施
し
ま
し
た
。

工
事
期
間
中
は
現
場
見
学
会
の
実
施

や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
け
入
れ
を
実

施
す
る
な
ど
、地
域
の
皆
様
に
末
永
く
愛

さ
れ
る
橋
を
目
指
し
た
施
工
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
供
用
開
始
前
に
は
旅
行
会

社
の
企
画
で
温
泉
や
地
元
グ
ル
メ
を
含

め
た
現
場
見
学
バ
ス
ツ
ア
ー
も
実
施
さ
れ
、

開
通
直
前
の
自
動
車
専
用
道
路
を
歩
き
、

皆
さ
ん
満
足
さ
れ
た
よ
う
で
し
た
。
現

場
着
工
か
ら
完
成
ま
で
7
ヶ
月
と
い
う
短

い
期
間
で
し
た
が
、地
元
地
域
に
貢
献
が

で
き
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

［
㈱
安
部
日
鋼
工
業　

和
田　

晃
一
］

床版架設状況

構台上の除雪作業

旅行会社企画のバスツアー

構台全景

工　事　名 国道13号 野黒沢高架橋床版工事
（こくどう13ごうのくろさわこうかきょうしょうばんこうじ）

発 注 者 名 国⼟交通省

施工会社名 ㈱安部日鋼工業

施 工 場 所 山形県北村山郡大石田町大字鷹巣
〜尾花沢市野黒沢 地内

工　　　期 平成25年11月〜平成26年10月

工 事 概 要 橋長598.3m 有効幅員10.3m
10+4 径間連続鋼板桁橋の床版工事
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INAMORIKINEN-KAIKAN

ＰＣ細柱と大庇が創る新たな教育環境施設   
New Educational Facility Created with Slender PC Column and  Large Eaves

PC細柱の架設
（架設精度の管理が重要でした。）

教養教育共同化施設
「稲盛記念会館」

10

稲
盛
記
念
会
館
は
、京
都
市
の
地
下
鉄

烏
丸
線
北
山
駅
か
ら
南
へ
6
0
0m
の
京

都
府
立
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
地
域
一
帯
は
、北
山
文
化
環
境
ゾ
ー
ン

と
呼
ば
れ
、文
化
・
環
境
・
学
術
の
交
流
お

よ
び
発
信
拠
点
と
し
て
の
整
備
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
稲
盛
記
念
会
館
も
京
都
府

立
医
科
大
学
・
京
都
府
立
大
学
・
京
都
工

芸
繊
維
大
学
の
３
大
学
が
、全
国
初
の
取

り
組
み
と
し
て
教
養
教
育
の
共
同
化
を
展

開
す
る
拠
点
、な
ら
び
に
学
生
間
の
交
流

と
府
民
の
生
涯
学
習
や
交
流
の
機
会
を
提

供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
建
物
と
し
て

建
設
さ
れ
ま
し
た
。

魅
力
的
な
拠
点
と
な
る
大
学
施
設
を

創
造
す
る
に
あ
た
り
、①
北
山
地
域
の
文

化
を「
感
じ（
文
化
）」「
学
ぶ（
学
術
）」に
ふ

さ
わ
し
い
開
か
れ
た
建
物
②
京
都
議
定
書

の
街
に
ふ
さ
わ
し
い
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
活

用
・
環
境
負
荷
低
減
を
高
い
レ
ベル
で
実
践

す
る
環
境
配
慮
建
物
③
意
匠
・
構
造
・
設

備
が一
体
と
な
り
、永
く
使
え
る
持
続
可
能

な
シ
ス
テ
ム
を
持
つ
建
物
、以
上
３
つ
の
設

計
コ
ン
セ
プ
ト
が
掲
げ
ら
れ
、そ
の
実
現
の

た
め
に
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
Ｐ
Ｃ
構
造
が
採
用

さ
れ
ま
し
た
。

平
面
形
状
は
約
36m
×
90m
の
長
方
形

で
、長
辺
方
向
は
5.
4
m
を
基
本
と
し
、

短
辺
方
向
は
中
央
６.
7
5
m
の
廊
下
部

の
両
側
に
14.
４
７
５
m
の
講
義
室
・
実

習
室
等
が
配
置
さ
れ
た
計
画
に
な
っ
て
い

ま
す
。
耐
震
要
素
を
集
約
す
る
こ
と
で
外

周
部
分
に
配
置
し
た
Ｐ
Ｃ
細
柱
は
常
時

荷
重
の
み
支
持
す
る
柱
と
し
、自
由
度
を

高
め
て
よ
り
繊
細
で
開
放
的
な
架
構
を
可

能
と
し
て
い
ま
す
。
講
義
室
・
研
究
室
の

床
に
は
Ｐ
Ｃ
床
版
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ

り
大
ス
パ
ン
と
高
い
意
匠
性
を
実
現
し
、設

備
・
電
気
計
画
へ
の
対
応
も
可
能
に
し
て
い

ま
す
。
Ｐ
Ｃ
細
柱
と
Ｐ
Ｃ
床
版
の
接
合
部

は
、下
階
柱
の
柱
頭
部
を
欠
き
込
み
上
階

柱
と
挟
み
込
む
こ
と
で
Ｐ
Ｃ
床
版
を
支
持

し
て
い
ま
す
。
こ
の
接
合
部
に
つ
い
て
は
、

水
平
方
向
の
追
従
性
能
と
接
合
部
性
能

を
確
認
す
る
た
め
の
水
平
載
荷
試
験
が
行

わ
れ
、そ
れ
に
よ
り
十
分
な
接
合
部
性
能

を
有
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
Ｒ
階
の
外
周
部
四
周
の
大
庇
は
、内

部
の
講
義
室
・
研
究
室
の
屋
根
と
連
続
さ

せ
た
全
長
１６.
８
３
５
m
の
Ｐ
Ｃ
床
版
を

３
m
張
り
出
し
て
造
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
大
庇
に
よ
り
日
射
低
減
が
図
ら
れ
る
と

と
も
に
、軒
が
作
る
京
都
ら
し
い
風
景
と

な
る
よ
う
に
周
辺
建
物
に
習
っ
た
、薄
く
、

深
い
印
象
を
与
え
る
特
徴
的
な
形
態
を
実

現
し
て
い
ま
す
。

プ
レ
キ
ャ
ス
ト
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
技
術
を
活
か
し
つ
つ
、意
匠
・
構

造
・
設
備
の
融
合
を
図
っ
た
稲
森
記
念
会

館
は
、北
山
地
域
に
溶
け
込
み
、京
都
議

定
書
の
街
に
ふ
さ
わ
し
い
、周
辺
環
境
に

配
慮
さ
れ
た
新
た
な
教
育
施
設
と
し
て
活

躍
し
て
い
ま
す
。［

㈱
建
研　

畑
山　

剛
］

♯002 PCのニューフェイスたち

件 名 稲盛記念会館（いなもりきねんかいかん）

発 注 者 名 京都府

施 工 会 社 名 松村・中川・平和JV

PC 施工会社 ㈱建研

施 工 場 所 京都府左京区下鴨半木町

工　　　 期 平成24年3月〜平成26年3月

規 模
PCaPC（ 一部RC ） 造、地下１ 階地
上3階　延床面積9088.7㎡
建築面積3811.0㎡

PC 箇 所 PCaPC細柱・S T 床版

施 工 法 PCaPC圧着工法

設 計・ 監 理 ㈱久米設計
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3階室内からの眺め
（非常に明るく開放的です。）

大庇の架設
（大きく張り出しているのがわかります。）

PC細柱の架設
（架設精度の管理が重要でした。）

PC床版の架設
（柱頭部の欠き込みに架けています。）

教養教育共同化施設
「稲盛記念会館」
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TANABE SPORTS PARK Gymnasium

神様も心躍るスポーツの拠点
No one could avoid this spine-tingling sports park

田辺スポーツパーク 体育館

世
界
遺
産
熊
野
古
道
の
玄
関
口
と
し
て
知

ら
れ
る
田
辺
市
は
、和
歌
山
県
の
海
岸
線
の

ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
気
候
は
暖

か
く
、太
平
洋
を
望
む
美
し
い
海
岸
線
に
恵

ま
れ
、山
々
の
深
い
緑
に
抱
か
れ
た
風
光
明

媚
な
土
地
で
す
。
そ
の
歴
史
は
古
く
、平
安

時
代
中
頃
に
は
熊
野
詣
で
賑
わ
う
交
通
の
要

衝
と
し
て
、江
戸
時
代
に
は
城
下
町
と
し
て

栄
え
、紀
南
の
中
心
地
と
し
て
発
展
し
て
き

ま
し
た
。

田
辺
市
に
は
、2
0
1
5
年
秋
に
開
幕
す

る
紀
の
国
わ
か
や
ま
国
体
に
向
け「
田
辺
ス

ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
」が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
30 

ha

以
上
の
広
大
な
敷
地
に
、陸
上
競
技
場
、野

球
場
、雨
天
練
習
場
な
ど
の
体
育
施
設
の
ほ

か
宿
泊
施
設
も
備
え
る
、総
合
ス
ポ
ー
ツ
拠

点
で
す
。

本
作
品
は
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
の
中
核

を
な
す
体
育
館
で
、敷
地
南
西
部
の
陸
上
競

技
場
に
隣
接
し
、管
理
事
務
所・
宿
泊
室・
研

修
室
が一体
と
な
っ
た
施
設
で
す
。

こ
の
体
育
館
の
設
計
で
は
、地
域
の
歴
史

を
重
ん
じ
、伝
統
に
根
ざ
し
た
建
築
を
目
指

し
ま
し
た
。
体
育
館
棟
の
中
心
と
な
る
ア

リ
ー
ナ
の
外
観
は
、熊
野
大
社
を
思
い
起
こ
さ

せ
る
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
、形
状
は
室
内
側
に
外

壁
を
15
度
傾
斜
さ
せ
た
正
四
角
錐
台
形
、外

装
材
は
檜
肌
葺
き
を
想
起
さ
せ
る
タ
イ
ル
張

り
と
し
、内
観
は
熊
野
古
道
の
樹
木
イ
メ
ー

ジ
を
持
つ
構
造
デ
ザ
イ
ン
を
目
指
し
ま
し
た
。

ア
リ
ー
ナ
の
構
造
計
画
は
、「
傾
斜
し
た

R
C
壁
に
囲
ま
れ
た
大
空
間
を
合
理
的
に

構
成
す
る
構
造
シ
ス
テ
ム
」と
い
う
課
題
に
対

♯002 PCのニューフェイスたち
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ＰＣ建方工事

スポーツパーク全景

ＰＣ梁見上げ（格子梁）

建物外観

田辺スポーツパーク 体育館11

し
、平
面
に
対
し
て
45
度
方
向
に
P
C
斜
格

子
フ
レ
ー
ム
を
架
け
渡
し
、壁
の
傾
斜
に
伴
う

ス
ラ
ス
ト
力
を
フ
レ
ー
ム
毎
に
バ
ラ
ン
ス
さ
せ

る
架
構
を
発
想
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、今
ま
で
の
Ｒ
Ｃ
空
間
と
は一味
違

う
緊
張
感
や
軽
快
さ
を
感
じ
ら
れ
る
ス
ポ
ー

ツ
空
間
を
目
指
し
て
、幅
の
狭
い
板
状
部
材

で
構
成
す
る
格
子
梁「
プ
レ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
」

の
実
現
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
板
状
の
部
材
構

成
は
木
造
に
多
く
見
ら
れ
ま
す
が
、本
作
品

で
は
材
料
強
度
を
高
め
、か
つ
プ
レ
ス
ト
レ
ス

に
よ
る
応
力
調
整
の
可
能
な
P
C
a
P
C

と
す
る
こ
と
で
、部
材
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョン
の
ス
リ

ム
化
を
追
求
し
、空
間
デ
ザ
イ
ン
を
洗
練
さ

せ
て
い
ま
す
。
ま
た
、梁
と
柱
の
交
差
部
を

Ｒ
形
状
で
な
め
ら
か
に
つ
な
げ
る
こ
と
で
、交

点
に
生
じ
る
大
き
な
応
力
を
伝
達
さ
せ
る
と

と
も
に
、表
情
豊
か
な
内
部
空
間
の
演
出
を

図
り
ま
し
た
。

傾
斜
柱
部
材
や
立
体
的
に
交
差
す
る
箇
所

の
製
作・施
工
等
、難
易
度
の
高
い
課
題
が
多

く
あ
り
ま
し
た
が
、模
型
や
Ｃ
Ｇ
に
よ
る
多

面
的
な
検
討
を
行
い
な
が
ら
、優
れ
た
精
度

で
建
物
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

設
計・
監
理・
施
工
の
み
な
ら
ず
、施
主
で
あ

る
田
辺
市
の
ご
担
当
者
様
ま
で
も
が一
丸
と

な
っ
て
意
欲
的
に
課
題
を
解
決
し
、皆
の
知

恵
と
力
で
実
現
で
き
た
作
品
で
す
。

紀
南
の
ス
ポ
ー
ツ
中
心
地
と
し
て
、ス
ポ
ー

ツ
を
愛
す
る
県
民
の
皆
さ
ん
に
末
永
く
大
事

に
使
っ
て
い
た
だ
け
る
と
し
た
ら
、こ
ん
な
に

嬉
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

［
㈱
石
本
建
築
事
務
所　

原　

健
一
郎
］

件　　　 名 田辺スポーツパーク体育館
（たなべすぽーつぱーくたいいくかん）

発 注 者 名 和歌山県田辺市

施 工 会 社 名 田中・東宝・裏地J V

P C 施工会社 ㈱ピーエス三菱

施 工 場 所 和歌山県田辺市

工 期 平成24年12月〜平成26年5 月

規 模

RC造、一部PCaPC造、一部S造
地下1階地上2階
延床面積7964.2㎡
建築面積5619.1㎡

P C 箇 所 柱（PCaRC） 、梁(PCaPC）

施 工 法 PCaPC圧着工法
設 計 中央コンサルタンツ・石本建築事務所JV
監 理 ㈱岡本設計

アリーナ内観
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Repair and reinforcement of Hikoshima Bridge

PC長大橋の耐震補強 
Seismic retorofit of PC bridge

彦島大橋補強12

彦
島
は
本
州
最
西
端
の
山
口
県
下
関
市

の
さ
ら
に
南
端
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
本
州

と
は
小
瀬
戸
で
隔
て
ら
れ
、大
瀬
戸（
関
門
海

峡
）を
挟
ん
で
北
九
州
市
に
向
か
い
合
っ
て
い

ま
す
。
源
平
最
後
の
壇
ノ
浦
の
戦
い
、武
蔵

と
小
次
郎
の
決
闘
、幕
末
の
馬
関
戦
争
、世

界
初
の
海
底
ト
ン
ネ
ル
で
あ
る
関
門
鉄
道
ト

ン
ネ
ル
な
ど
、古
く
か
ら
海
上
交
通
の
要
所

で
あ
り
日
本
史
に
お
け
る
タ
ー
ニン
グ
ポ
イ
ン

ト
の
舞
台
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

彦
島
大
橋
は
、小
瀬
戸
水
門
を
跨
ぐ
長
大

橋
で
す
。
本
橋
は
、架
橋
位
置
が
下
関
港
内

へ
の
大
型
船
舶
の
主
要
航
路
で
あ
る
た
め
航

路
高
45
m
、航
路
幅
1
1
0
m
を
確
保
す
る

と
と
も
に
、厳
し
い
冬
季
風
波
環
境
下
で
の

維
持
管
理
性
を
満
た
す
P
C
橋
が
採
用
さ

れ
ま
し
た
。
本
橋
は
、3
径
間
連
続
ラ
ー
メ
ン

（
中
央
ヒ
ン
ジ
）箱
桁
橋
の
主
橋
部
と
7
径

間
単
純
Ｐ
Ｃ
桁
の
ア
プ
ロ
ー
チ
部
か
ら
な
り
、

主
橋
部
は
デ
ィ
ビ
ダ
ー
ク
方
式
に
よ
る
片
持

ち
張
出
し
架
設
工
法
で
建
設
さ
れ
、中
央
径

間
2
3
6
m
は
建
設
当
時
は
世
界
最
長
を

誇
り
ま
し
た
。

本
橋
は
昭
和
50
年（
1
9
7
5
年
）の
建

設
後
、約
40
年
間
供
用
さ
れ
、厳
し
い
環
境
条

件
の
も
と
様
々
な
劣
化
が
顕
在
化
し
、耐
震

性
能
を
向
上
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
も
判

明
し
ま
し
た
。
彦
島
大
橋
の
含
ま
れ
る
山
口

県
道
2
5
2
号
福
浦
港
金
比
羅
線
は
、将

来
は
下
関
北
九
州
道
路
と
し
て
下
関
市
と

北
九
州
市
を
結
ぶ
地
域
高
規
格
道
路
に
接

続
す
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
理
由
に
よ
り
、本
橋
で
は
、下
部
工
、ア

♯002 PCのニューフェイスたち

橋 名 彦島大橋（ひこしまおおはし）

工 事 名 平成25年度一般県道福浦港金比羅線　
橋りょう補修工事　第一工区

発 注 者 名 山口県

施 工 会 社 名 三井住友建設㈱

施 工 場 所 山口県下関市

工 期 平成25年10月19日〜平成27年2月18日

構 造 形 式 PC3径間有ヒンジラーメン箱桁橋

橋 長（ 支 間 長 ） 500.0m (131+236+131m)

施 工 方 法 ポリマーセメントモルタル吹付補強工、断面修復工、
ひび割れ注入工、表面保護工、グラウト再注入工
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プ
ロ
ー
チ
部
上
部
工
、主
橋
部
の
側
径
間
上

部
工
、中
央
径
間
上
部
工
の
順
に
補
修
･
補

強
工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

弊
社
は
上
部
工
中
央
径
間
の
補
修
補
強

工
事
を
担
当
し
ま
し
た
。
工
事
内
容
は
、補

修
と
し
て
劣
化
し
た
部
位
の
断
面
修
復
工
、

ひ
び
割
れ
注
入
工
、表
面
保
護
工
、グ
ラ
ウ
ト

再
注
入
工
。
さ
ら
に
耐
震
補
強
と
し
て
箱

桁
下
床
版
上
面
の
Ｒ
Ｃ
増
厚
で
す
。
Ｒ
Ｃ
増

厚
で
は
重
量
増
加
を
最
小
限
に
す
る
た
め
ポ

リ
マ
ー
セ
メ
ン
ト
モ
ル
タ
ル
を
用
い
、施
工
速

度
、既
設
部
材
と
の一体
性
、作
業
性
を
確
保

す
る
た
め
に
吹
付
工
法
に
よ
っ
て
施
工
し
ま

し
た
。
吹
付
け
材
料
は
、橋
脚
下
に
材
料
ス

ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
お
よ
び
練
混
ぜ
設
備
を
設
け
、

吊
足
場
の
中
央
ヒ
ン
ジ
部
付
近
の
ポ
ン
プ
か

ら
桁
内
に
配
管
し
ま
し
た
。
吹
付
け
は
全
厚

1
1
5
㎜
を
3
層
に
分
け
て
施
工
し
ま
し

た
。
1
層
目
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
鉄
筋
の
隙

間
約
25㎜
、2
層
目
と
し
て
補
強
鉄
筋
が
隠

れ
る
程
度
の
75㎜
、３
層
目
は
仕
上
げ
と
し

て
15㎜
と
し
ま
し
た
。
本
工
事
は
、強
風
等

の
気
象
条
件
が
非
常
に
厳
し
く
、供
用
下
で

の
施
工
の
た
め
振
動
に
よ
る
品
質
や
安
全
面

が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、無
事
に
平
成
27
年

2
月
に
竣
工
し
ま
し
た
。

彦
島
の
南
風
泊（
は
え
ど
ま
り
）市
場
は

河
豚
の
取
り
扱
い
が
日
本一を
誇
っ
て
い
る
そ

う
で
す
。
当
地
で
は
河
豚
を
濁
ら
ず
に〝
ふ

く
〟と
呼
び
ま
す
。
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ

た
彦
島
大
橋
が
こ
の
地
域
に
末
永
く〝
福
〟を

も
た
ら
す
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

［
三
井
住
友
建
設
㈱　
登
田　
宏
史
］

A1 P3
P1 P2

支承取替工／落橋防止装置工 H.W.L 1.560

支承取替工／落橋防止装置工

ポリマーセメントモルタル吹付補強工

伸縮装置取替工

炭素繊維シート補強工炭素繊維シート補強

伸縮装置取替工
伸縮装置取替工 グラウト再注入工

断面修復工
表面保護工（含浸材）

ポリマーセメントモルタル吹付補強工

ポリマーセメントモルタル吹付補強工
（主鋼棒）
（せん断鋼棒）

至　彦島 至　下関市街

コンクリート断面修復工（鉄筋露出部のみ）
500000

132000
131000

132000
131000 10001000 118000 118000

236000

吊足場南風泊市場の様子 箱桁内の吹き付け 箱桁内の鉄筋組立て

※赤色部分が三井住友建設㈱施工箇所
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Replacement of Concrete Slab at Igei Viaduct in the Okinawa Expressway

美ら海をのぞむ高架橋
The viaduct with a commanding view of the CHURA-UMI ocean

伊芸高架橋床版取替え13
♯002 PCのニューフェイスたち

伊
芸
高
架
橋
は
、
沖
縄
自
動
車
道
北

部
区
間
25.
9
㎞
中
の
屋
嘉
I
C
～
金

武
I
C
に
位
置
す
る
3
径
間
連
続
鋼

鈑
桁
橋
の
３
連
か
ら
構
成
さ
れ
る
橋
長

3
8
7.
2
5ｍ
の
橋
梁
で
す
。
沖
縄
自

動
車
道
は
、1
9
7
5
年
に
北
部
区
間
が
、

1
9
8
7
年
に
南
部
区
間（
31.
4
㎞
）が

開
通
し
た
延
長
57.
3
㎞
の
高
速
道
路
で

す
が
、高
温
多
湿
な
亜
熱
帯
地
域
に
あ
り

飛
来
塩
分
も
内
陸
部
に
ま
で
達
す
る
と
い

う
厳
し
い
腐
食
性
環
境
に
置
か
れ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
北
部
区
間
で
は
十
分
な
脱
塩

処
理
が
さ
れ
て
い
な
い
海
砂
を
コ
ン
ク
リ
ー

ト
に
使
用
し
た
た
め
、供
用
10
年
を
経
過

し
た
頃
か
ら
鋼
橋
の
合
成
床
版
の
劣
化
が

拡
大
し
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、鋼
橋
の
床

版
の
抜
本
的
な
補
修
対
策
と
し
て
、プ
レ

キ
ャ
ス
ト
P
C
床
版
へ
の
取
替
え
工
事
を

順
次
実
施
し
て
い
ま
す
。
伊
芸
高
架
橋
の

下
り
線
は
2
0
1
1
年
～
2
0
1
2
年

に
床
版
取
替
え
工
事
を
実
施
し
ま
し
た
が
、

今
回
、上
り
線
も
床
版
取
替
え
工
事
を
実

施
し
て
お
り
、高
速
道
路
で
の
床
版
取
替
え

工
事
と
し
て
は
国
内
最
長
の
橋
梁
と
な
り

ま
す
。

床
版
取
替
え
工
事
で
は
、規
制
期
間
を

極
力
短
縮
す
る
こ
と
が
要
望
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
事

業
な
ど
に
よ
り
、下
り
線
の
床
版
取
替
え

工
事
の
時
期
に
比
べ
て
現
場
に
従
事
す
る

建
設
技
能
者
が
確
保
で
き
ず
、工
程
が
遅

延
す
る
懸
念
が
あ
っ
た
た
め
、あ
ら
か
じ
め

プ
レ
キ
ャ
ス
ト
P
C
床
版
の
製
作
工
場
に
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Replacement of Concrete Slab at Igei Viaduct in the Okinawa Expressway

美ら海をのぞむ高架橋
The viaduct with a commanding view of the CHURA-UMI ocean

13

床版取替え状況 地覆部分の現場施工省力化
（工場施工）

ガジュマルの木
（がじまる公園内）

工 事 名 沖縄自動車道 伊芸高架橋（上り線）床版改良工事

発 注 者 名 西日本高速道路㈱

施工会社名 オリエンタル白石㈱

施 工 場 所 沖縄県国頭郡金武町字伊芸

工　　　 期 平成25年3月〜平成26年10月

構 造 形 式 3径間連続鋼板桁橋×3連

橋　　　 長 387.2m

最大支間長 42.75m

施 工 方 法 プレキャストPC床版（SLJスラブ）床版取替工事

て
地
覆
部
分
を
施
工
す
る
な
ど
の
現
場
作

業（
型
枠
作
業
）の
省
力
化
を
図
る
た
め
の

工
夫
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、沖
縄
自
動

車
道
で
の
床
版
取
替
え
工
事
は
、台
風
シ
ー

ズ
ン
を
避
け
た
年
始
休
暇
か
ら
G
W
ま
で

の
閑
散
期
に
実
施
さ
れ
ま
す
が
、こ
の
期

間
は
、沖
縄
の
冬
季
特
有
の
雨
天
が
多
い

状
況
と
な
り
ま
す
。
床
版
取
替
え
工
事
で

は
、雨
天
時
に
作
業
困
難
な
工
種
が
あ
る

た
め
、雨
天
が
連
続
し
た
場
合
に
は
工
程

が
遅
延
す
る
懸
念
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
、移
設
可
能
な
仮
設
覆
い
を
設
置
し
、雨

天
時
に
も
無
理
な
く
作
業
が
で
き
る
環
境

を
整
え
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
、高
力
ボ
ル

ト
や
添
接
板
の
取
替
え
、排
水
管
や
検
査

路
な
ど
橋
梁
全
体
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
も
行
っ

て
い
ま
す
。

伊
芸
高
架
橋
の
近
く
に
は
、雄
大
な
自

然
を
満
喫
で
き
る
場
所
が
あ
り
ま
す
。
お

勧
め
な
の
が「
伊
芸
S
A
」と「
が
じ
ま
る

公
園
」で
す
。「
伊
芸
S
A
」に
は
、ハ
イ
ビ

ス
カ
ス
や
ヤ
シ
の
木
、ソ
テ
ツ
な
ど
の
南
国

特
有
の
花
木
に
囲
ま
れ
、眼
下
に
太
平
洋

を
一
望
で
き
る
展
望
台
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、「
が
じ
ま
る
公
園
」で
は
、樹
齢
3
0
0

年
以
上
、周
囲
3.
9
m
、樹
高
11
m
で
樹

幹
は
地
際
か
ら
幾
つ
に
も
分
岐
し
、枝
条

は
上
部
へ
放
射
状
に
広
が
る
巨
木
の
ガ
ジ
ュ

マ
ル
が
あ
り
、地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
も

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
沖
縄
に
行
か
れ
る

機
会
が
あ
れ
ば
、ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ

さ
い
。

［
オ
リ
エン
タ
ル
白
石
㈱　
脇
坂　
英
男
］
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Thailand  Nonthaburi Bridge

チャオプラヤ川にかかるタイ初の
エクストラドーズド橋

First Extradosed Bridge over the Chaophraya river in Thailand

タイ ノンタブリ橋14
♯002 PCのニューフェイスたち

完成したノンタブリ橋を空撮施工中のノンタブリ橋
世界遺産アユタヤへ向かう観光船が

建設中の橋の下を航行

オリエンタル調の歩行者用階段
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チ
ャ
オ
プ
ラ
ヤ
川
。
30
代
後
半
ま
で
の
世

代
で
は
子
供
の
頃
、社
会
の
授
業
で
メ
ナ
ム
川

と
教
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
か
？
メ
ナ
ム
と

は
タ
イ
語
で﹃
川
﹄と
言
う
意
味
。
現
在
は
本

来
の
名
称
で
あ
る
。Chaophraya River

で
広
く
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

世
界
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
て
い
る
ア
ユ

タ
ヤ
王
朝
は
、1
3
5
1
年
に
ウ
ー
ト
ン
王

に
よ
っ
て
建
都
さ
れ
て
か
ら
、1
7
6
7
年

に
ビ
ル
マ
軍
の
攻
撃
で
破
壊
さ
れ
る
ま
で
の

4
1
7
年
間
、こ
の
チ
ャ
オ
プ
ラ
ヤ
川
上
流
で

栄
え
ま
し
た
。
そ
の
後
1
7
8
2
年
か
ら
現

代
ま
で
続
く
チ
ャ
ク
リ
ー
王
朝
は
、チ
ャ
オ
プ

ラ
ヤ
川
の
下
流
域
に
位
置
す
る
現
在
の
大
都

市
バ
ン
コ
ク
で
発
展
を
続
け
て
お
り
、こ
の
川

が
都
市
の
繁
栄
を
支
え
て
き
ま
し
た
。

昔
か
ら
度
々
氾
濫
し
た
チ
ャ
オ
プ
ラ
ヤ
川

の
下
流
域
で
は
、肥
沃
な
デ
ル
タ
地
帯
が
形
成

さ
れ
て
豊
か
な
水
田
地
帯
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
河
川
水
上
輸
送
が
発
達
し
て
お
り

作
物
や
資
材
を
積
ん
だ
バ
ー
ジ
船
や
、通
勤
客

や
観
光
者
を
乗
せ
た
ボ
ー
ト
が
数
多
く
往
来

し
て
い
ま
す
。

2
0
1
2
年
に
は
チ
ャ
オ
プ
ラ
ヤ
川
の
氾

濫
に
よ
り
甚
大
な
洪
水
被
害
を
受
け
た
バ
ン

コ
ク
で
す
が
、首
都
中
心
部
を
南
北
に
流
れ
る

チ
ャ
オ
プ
ラ
ヤ
川
は
、こ
こ
で
暮
ら
す
多
く
の

人
々
に
と
っ
て
生
活
に
根
差
し
た
、親
し
み
の

あ
る
母
な
る
大
河
で
あ
る
事
に
は
今
も
変
わ

り
が
有
り
ま
せ
ん
。

そ
の
チ
ャ
オ
プ
ラ
ヤ
川
に
架
か
る
橋
は
現

在
21
橋
あ
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
の
14
橋
が
日

本
政
府
の
円
借
款
な
ど
の
支
援
で
建
設
さ
れ

て
お
り
、最
も
新
し
い
橋
と
し
て
ノ
ン
タ
ブ
リ

橋
が
2
0
1
4
年
の
12
月
に
開
通
し
ま
し

た
。
こ
の
橋
は
斜
張
橋
と
桁
橋
の
中
間
的
構

造
で
あ
る
エ
ク
ス
ト
ラ
ド
ー
ズ
ド
橋
で
あ
り
タ

イ
国
で
初
め
て
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
斜
張
橋

に
似
た
優
美
さ
と
桁
橋
の
堅
牢
さ
の
外
観
を

併
せ
持
ち
、一
般
の
P
C
桁
橋
に
比
べ
ス
パ
ン

長
1
5
0
m
か
ら
2
0
0
m
で
優
位
性
を

持
つ
エ
ク
ス
ト
ラ
ド
ー
ズ
ド
橋
は
、今
回
の
チ
ャ

オ
プ
ラ
ヤ
川
の
よ
う
に
川
幅
2
0
0
m
程
度

の
河
川
な
ど
で
最
適
な
橋
梁
構
造
で
す
。

更
に
本
橋
の
特
徴
は
、タ
イ
の
文
化
を
色

濃
く
反
映
し
た
意
匠
デ
ザ
イ
ン
に
あ
り
ま
す
。

本
来
エ
ク
ス
ト
ラ
ド
ー
ズ
ド
橋
の
主
塔
は
斜

張
橋
に
比
べ
て
低
く
設
計
す
る
事
が
可
能
で

す
が
、本
橋
で
は
構
造
上
必
要
な
高
さ
27
m

の
主
塔
上
に
ハ
ス
の
花
と
王
冠
を
模
し
た
尖

塔
が
乗
り
、総
高
さ
46
m
の
壮
観
な
主
塔
が

完
成
し
ま
し
た
。
橋
脚
に
は
オ
リ
エ
ン
タ
ル

調
の
意
匠
を
凝
ら
し
た
歩
行
者
用
階
段
も

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
橋
梁
下
は
公
園
と
し

て
整
備
さ
れ
人
々
の
水
辺
の
憩
い
の
場
所
と

な
っ
て
い
ま
す
。

地
元
の
人
々
に
と
っ
て
歴
史・生
活
に
身
近

な
存
在
で
あ
る
チ
ャ
オ
プ
ラ
ヤ
川
に
新
し
く

架
け
ら
れ
た
ノ
ン
タ
ブ
リ
橋
は
、地
元
の
文
化

を
投
影
し
た
姿
で
完
成
し
、そ
の
後
ま
も
な

く
国
民
が
敬
愛
す
る
タ
イ
国
王
３
世
の
名
を

授
か
りM

aha Jassadabordin

（
マハ・チェ
ー

サ
ダ
ー
ボ
ー
デ
ィ
ン
）Bridge

と
命
名
さ
れ
ま

し
た
。
地
元
の
人
達
に
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て

長
く
愛
さ
れ
親
し
ま
れ
る
事
で
し
ょ
う
。

［
三
井
住
友
建
設
㈱　
高
橋　
克
行
］

橋　　　名 タイ ノンタブリ橋（たい のんたぶりきょう）

発 注 者 名 タイ王国 運輸省地方道路局（ＤＲＲ）

施工会社名 三井住友建設：イタアリアン・タイ・デベロップメント

施 工 場 所 タイ王国 ノンタブリ県

構 造 形 式 ３径間連続エクストラドーズド箱桁橋

橋　　　長 460.0ｍ（129.25+200.0+129.25）

最大支間長 200.0ｍ

架 設 工 法 片持架設
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